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特集「生き物の豊かさを育むビオトープ」 

ボタニカルガーデン アートビオトープ 「水庭」 

（栃木県那須塩原市） 

写真 櫻井 淳 氏 提供 
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・表紙「ボタニカルガーデン アートビオトープ 『水庭』」 

栃木県那須塩原に創出。森から移植された360本の大径木と160の

池により新たな景観が生まれた。鳥として、環境のバロメーターに

※詳細はP.12,13をご覧ください。おり、旭川市の石狩 

・裏表紙「エゾシマリス」 

北海道では平地から大雪山の山頂付近まで見られる。本州で見ら

れるのは、ペットが逃げ出し野生化したチョウセンシマリスである。

撮影：内海千樫氏 
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